
添付資料２
■資料

データ項目名 項目属性 メモ
1 [資料ID] 数値 キー項目
2 資料番号 数値orテキスト
3 大分類 選択 美術工芸資料 歴史資料 民俗資料 考古資料 自然史系資料

4 小分類 選択
書画, 彫刻, 陶磁器, 刀
剣, 甲冑, 屏風, 金工品,
木製品

古文書, 絵図, 古地図,
古写真, 古典籍, 絵葉
書

祭礼関係, 芸能関
係, 生活道具

出土遺物 標本等

5 資料名 テキスト
6 所蔵者 選択 広島城所蔵 寄託資料
7 [受入種別] 選択 購入, 寄贈, 複製 寄託
8 [受入年月日] 日付 購入年月日、製作年月日

9 [受入先情報] 受入先テーブル
購入先情報、製作先情報、寄託者情報（別テーブ
ルで管理）

10 購入／製作金額 金額 購入金額、製作金額
11 原資料所有者 テキスト 受入種別＞複製のときのみ
12 資料数 数値
13 資料特徴 テキスト
14 時代 選択？
15 作者・関係人物 選択式かつ書込可？またはサブテーブルで管理
16 公開／非公開 チェックボックス 公開、非公開
17 画像 画像テーブル
18 展示履歴 展歴テーブル
※ 青字は非公開項目
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＜ 業務用資料項目(案）＞

選択肢



■ 画像
データ項目名 項目属性

1 [画像ID] 数値
2 画像 画像ファイル
3 撮影情報 テキスト
4 [画像備考] テキスト
5 [資料ID] 数値

■展示歴
データ項目名 項目属性

1 [展歴ID] 数値
2 展示/貸出内容 テキスト
3 展示場所
4 展示/貸出年月日（始） 日付？
5 展示/貸出年月日（終） 日付？
6 [資料ID] 数値

■寄贈・寄託 受入先
データ項目名 項目属性 メモ

1 [受入先ID] 数値 キー項目
2 [名称] テキスト
3 住所 テキスト
4 電話 テキスト
5 FAX テキスト
6 メール テキスト
7 記録 テキスト
8 [資料ID] 数値 資料との紐づけ
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会場名

資料との紐づけ

画像内容、解像度等の情報を記述
資料との紐づけ

メモ
キー項目
展覧会名等

メモ
キー項目



■ 資料
データ項目名 項目属性 メモ

1 [資料ID] 数値 キー項目
2 資料番号 数値orテキスト 「_」や「-」が入るかどうか
3 大分類 選択 美術工芸資料 歴史資料 民俗資料 考古資料 自然史系資料

4 小分類 選択
書画, 彫刻, 陶磁器,
刀剣, 甲冑, 屏風, 金
工品, 木製品

古文書, 絵図, 古地
図, 古写真, 古典籍,
絵葉書

祭礼関係, 芸能関
係, 生活道具

出土遺物 標本等

5 資料名 テキスト 並び替えの項目になるか
6 所蔵者 選択 広島城所蔵 寄託資料
7 [受入情報] 選択 購入, 寄贈, 複製 寄託
8 資料数 数値
9 資料特徴 テキスト
10 時代 選択？ 並び替えの項目になるか
11 作者・関係人物 テキスト？ サブテーブルで管理してもいいかも
12 [公開／非公開] チェックボックス 公開、非公開
13 画像 画像テーブル 登録する画像の情報を別テーブルで管理
14 展示履歴 展歴テーブル 展示履歴情報を別テーブルで管理

■ 画像
データ項目名 項目属性

1 [画像ID] 数値
2 画像 画像ファイル
3 撮影情報 テキスト
4 [画像備考] テキスト
5 [資料ID] 数値

■展示歴
データ項目名 項目属性

1 [展歴ID] 数値
2 展示/貸出内容 テキスト
3 展示場所
4 展示/貸出年月日（始） 日付？
5 展示/貸出年月日（終） 日付？
6 [資料ID] 数値 [　]は追加した項目
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資料との紐づけ

会場名

選択肢

メモ

メモ

キー項目

画像内容、解像度等の情報を記述
資料との紐づけ

＜公開用資料項目(案）＞

キー項目
展覧会名等
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